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同)=(1-~) 冗T 十 ;π。 、 ?.• ，?? ???? ?、 、
ここで、 T はアニーリング時間を定めるパラメターである。冗.，.(t)は時間 0三t:::;Tに対して定
義され、 t=Oではトンネル・ハミルトニアンに一致し、 t= Tでは古典ハミルトニアンに一致す



















































































(式 (3))の基底エネルギーはEo= V17である。図 1の右図は残留エネルギーのアニーリング時
間 T依存性を表す。いくつかの異なるトンネリング強度 αについて計算を行った。図 1の右図で
7 rv 10000付近で残留エネルギーはほぼ直線的に減少することがわかる。この図の両軸は対数ス
ケールなので、直線的な減少は 7 の逆ベキの依存性を意味する。図に示されている Eres= A/72 
(A:定数)と比較すると、残留エネルギーは 1/72で減少していることがわかる。






残留エネルギーは T とともに直線的に減少する。図中に示された Eresoc 1/r2の直線と比較する
と、残留エネルギーは T が大きいところで 1/r2で減少することがわかる。
以上の結果より、少なくとも二つの模型に関して、量子アニーリング後の残留エネルギーはア
ニーリング時間 Tが大きい極限でァとともに








れはr>>rcのとき乞n>OI(η|曽(r ) ) 12 r-.J0 ( ( rC/r ) 2 となる [4]。これより、終状態に古員いミルト
ニアンの固有状態が見出される確率は、励起状態 (η>0)に対しては I(ηIw(r))12r-.J O((rc/r)2)、
基底状態に対しては 1(01曽(r)12rv 1 -O((rc/r)2)となる。従って、
ιes = L Enl(η1 ¥lJ ( r ) ) 12 -Eo (1 -1 (01宙(r)一)12) rv 0 ( r:) 2) (8) 
¥ /¥ ¥ r / n>O ¥、 /
が得られる。ここで、 Enは古典ノ¥ミルトニアンの固有エネルギーで、あるo rc/r<< 1なので、式









LZ理論が有効となる。簡単な二準位系の場合、 LZ理論に従うと確率 p竺 e-CT/TC (c: 1程度の
定数)で非断熱遷移が起こり、その結果、残留エネルギーもァに関して Eresrv e-CT/TCの依存性
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